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○会期日程について 

　会議日程は6日間となっているが、実質3日間であり、なおかつ、議会初日を住民が知るのは、新

　聞発表の当日。すでに傍聴できない環境であり、いつものことであるが、なぜそうなるのか、疑

　問に思う。 

○今回の目玉？は一問一答方式の導入であり、導入自体は素晴らしいことであるが、趣旨が生か

　されていないように思えた。 

　再質問という議長の言葉より、前述の執行部の回答に対しての「深堀り」と思ったが、そうでも

　なさそうな質問となっている。 

　事前打ち合わせが不十分のためか、予想外の質問に対して、確認訂正がみられる。 

○職員定数問題について 

　大前提は職員総数の減により、支出（総賃金の圧縮）を計ること。 

　業務量とのバランスが重要であることは勿論であるが、同時に職員のレベルアップをはかり、

　サービスの低下を招かず効率化を図る努力が必要と思う。 

　新規採用が長期間０と決定しておれば、退職数のみの議論でもよいが、新規を考慮した論議が

　ほしい。 

○西鉄八丁牟田駅前開発について 

　土地買収については、Ｈ15年時には交渉が頓挫している由。さらに、大善寺駅の特急停車の影響

　も大きく、当駅での乗降客数も減少の一途。西鉄にとって何のメリットもなく、撤退するのは民

　間企業であれば当然。 

　このことは、もっと早く判明していることであり、方向転換が遅すぎるのでは？ 

○入札問題について 

　大前提は談合撤廃という汚点からの出発であり、極論すれば、反社会的勢力の排除にもつなが

　る問題であり、正常化は避けて通れないところ。 

　町内業者が落札できない理由は？金額？技術？入札辞退業者もある由。 

　例えば、町内業者の従業員の賃金が、他地区のそれと同等であれば、遜色はないはず。 

　どこに問題が？ 

　最近では、相手の金額を見ながら、何度でも再入札できる方式も検討されているが？ 

○上水道整備問題に関して 

　地下水（井戸水？）が飲料に適さないとのことで、利用者へ補助金を予定し改善を図るとあるが、

　上水道設置前のこととして、ヒ素？の含有率が基準を超え、不適で改善が必要、とのことで急速

　の普及がみられた。その後、好ましくないという、表現に変わった経緯がある。それは、基準その

　ものの変更がされたからという新聞記事を見たことがある。 

　今現在、本当の解釈は何であろうか？飲料には使わないが、その他で利用している家庭はない

　のだろうか？ 

○議員質問（事前通告文書）に対しての執行部の回答が真正面からのものではなく、「それはさて

　おき」と、少しズレた別の用意した内容の回答が多いように思えるが、それに対しての再質問を

　期待したい。 

　あくまでも、得られた情報からの意見であり、情報が少なすぎることが問題でもある。 
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議会運営一般質問等に対するご意見をいただき誠にありがとうございます。 

議員一同で、ご意見やご指摘の点を検討しながら、更に開かれた議会をめざしていきたいと考えて 

おります。 

貴重なご意見ありがとうございました。 

　福岡県内32町村議会中、28の町村議会において、この拡大生産者責任（ＥＰR）とデポジット制度

の法制化を求める意見書を、それぞれの議会において採択され、内閣総理大臣をはじめ、各関係機関

に送付されました。 

　また、福岡県町村議会議長会では、全国の地方自治体に向け「拡大生産者責任（ＥＰＲ）と「デポ

ジット制度」の法制化の導入の要望展開を行うため、全国町村議会議長会へ意見書提出の要請書が提

出されました。 

　今後も大木町議会は、ＥＰRとデポジット制度の法制化へ向けて率先して行動していきます。 
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